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川村鈴次先生と私

水 野 裕 正

この種のものは本来な らば川村先生の直弟子がその功を称 えて書 くのが本道であると思 うので

あるが,偶h,急 に御病気で先生が倒れ られた為に,10余 年にわた って,先 生の研究室に同室 さ

せていただいた とい う理 由で,不 肖私が,先 生の80歳 の誕生 日を祝 して,先 生の生活のほんの一

部を紹介させていただきたいと思 う.私 は先生 とは専攻分野 も異な り,ま た弟子でもあ りません

ので,先 生の御研究については何 も述べ ることはで きませんが,先 生 との出会い,研 究室での先

生 の振舞い等を通 して少h書 かせていただ きたい と思 う.

私が始めて川村先生にお会い したのは名古屋市緑区の区役所の法律相談の会場 でした.先 生は

1人 の痩せた見 るか らに苦労 と共存 しているといった様子の婦人を前に,熱 心に難問の解決策を

探 し求めておられる様子であった,や がて,相 談室の隅に座っている私を見つけ られた先生は,

「やあ,す み ませんね.も う一人で今 日の相談 は終 りますか ら」とニコニコしたお顔 で話 しかけ

られ,す ぐ又,も との厳 しい顔 で,相 談に応 じられていた.

私が当区役所に川村先生を尋ねた理 由は,r川 村先生 も名古屋商科大学か ら創価大学に移 られ

る」 とい うお話しを高松学長か らお聞きしたか らである.当 時,私 は大学教員の仕事は自分には

適していないのでは,ま た,創 価大学が掲げる理想が私の能力を遙かに超 えていること等か ら,

八王子に移ることについてなかなか心が定 まりませんでした.そ こで,私 の勤務校(中 京大学)

の近 くで教鞭を取 っておられた大先輩の川村先生にその御心境をお聞きし,私 の進退をはっきり

させたかったか らである.

法律相談を終え られた川村先生か ら 「やあ,お 待ちどうさま」 と声をかけられ,役 所のほ ど近

くにある私宅に先生を案内したのは6時 頃であった と思 う.先 生がお酒好きであることもこの時

知った.タ バ コも大好きである.杯 を重ねながら世相を語る先生の熱弁は,無 能,無 気力な私

を勇気づけて くれた.此 の世に生を受けたか らには誰にでもそれぞれ使命があること,こ の世相

の中で創価大学が如何に大 きな役割を果 し得る可能性を秘めているか等 々を語 る先生はとても魅

力的であった.四 方山話の後,先 生をお宅にお送 りしたのは,真 夜中であった.先 生の奥様は私

と弟にお茶を振舞いなが ら,「二人共,そ んな青白い顔をしていては,何 のお役にも立てません

よ」 と厳 しくもやさしく激励 して下 さった.奥 様のこの激励は終生私に とって忘れ られない もの

となっている.そ の後,す べてに逃げ腰であった私 は高松学長 よ り懇ろな御指導をいただき,光

栄ある丹木の森に移 り住むことができた次第である.

川村先生が創価大学 のキャンパスに移ってこられたのは,前 任校の都合で2,3年 後であった

と思 う.当 時,私 は砂田先生の研究室に同室させていただいていたのであるが,川 村先生が専任

として赴任 してこられて間もな く研究室の配分等で,私 の入る適当な研究室がな くなってしまっ
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た.研 究室の使用上 の約束 の一つに,教 授1,助 教授 ・講師2分 の1と い う条項があったか らで

ある.困 った私は,最 速,川 村先生の研究室に同居 させて下さるようにお願い1Y上 った.当 然,

先生はお一一人で一室を使用する立場にあ られたわけであるが,私 の身勝手な願いを心良 く引き受

けて下 さった.そ れ以来,十 有余年,川 村先生の研究室に同居 させていただき,公 私にわたって

御迷惑をおかけ し,多 くの御指導をいただ くことができ,誠 に私は幸せ者であった と感謝 してい

る.私 は時h先 生 の許 しを得て,先 生の演習に参加させていただき,学 生達 と共に先生の御意見

を拝聴した り,私 の劣い考 えを聞いていただいた り,更 に,ゼ ミ生達 とも大いに議論をすること

ができ,と て も有意義な研究室での生活をエンジ ョイさせていただ くことができた し,今 後 もそ

のようであ りたい と願ってい る.

先生は常に,現 在の 日本が,世 界が抱えている経済問題を提起され,「 如何にすれば解決可能

な りや」を学生達に問いかけてお られた.勿 論,病 気療養中の今も館山の地 で問いかけ続 けられ

ていることは間違いない と思 う.先 生は,常h,「 グローバルに観察 し,考 えなければな らない」,

「相互依存で行かなければならない」ことを強調 され,学 生達のまなごを世界に向けさせ ようと

努力なさっていた,学 生達に対 しては,お じいちゃんが孫に噛んで含め るように,不 況が,恐 慌

がいずこよ り来 り,い ず こに去 らんとす るか,石 油不況 は過去 の不況 と同一なのか,即 ち,再 び

好況への発条た りうるのか,そ れ とも,世 界人 口の爆発,エ ネルギー ・食糧 ・資源の枯渇,自 然

の破壊等による世界的経済危機を克服する人類の智恵はあ りや無 しや,更 に,総 体革命 とも言 う

べ き,政 治 ・経済 ・宗教 ・社会全般にわたる地球(宇 宙)大 改造計画等 々について 語 りかけら

れ,学 生達 を経済問題の渦の中に引き入れ,裸 にな って角力を とってお られるといった感じの演

習であった.そ の渦中にあって,私 もいろいろ と勝手な意見を 自由に主張させていただき,こ の

面か らも研究室での生活は楽しいものであった.昨 夏,先 生は少h張 り切 り過 ぎて,同 室させて

いただいていた私の無能にも責任の一端があるのでは との自責の念にか られることもあるのであ

るが(本 当は私の無能等は芥子粒のようなもので,先 生が これまで追求 してこられた世界的経済

危機か らの 脱出口発見の作業に エネルギーの多 くを 消耗 しす ぎてしまったのではと推測してい

る),大 切なお身をこわ されてしまわれ,現 在 は自宅療養の立場にあ られるわけであるが,一 日

も早 く研究室に復帰されて,先 生を先頭 に,人 類幸福への脱出口探検旅 を続けたい もの と,演 習

の時間がめ ぐり来 る度 ごとにゼ ミ生達 と語 り合 っている.

最後に,こ のよ うなゼ ミ生達の代表に,川 村先生像を語ってもらったので,そ れ らをお伝えし

て,先 生の紹介の一部を終わ らせていただきたいと思 う.

前述 した ように,先 生 はゼ ミ生か ら絶大な信頼を集め られてお り,常 に15名 程のゼ ミ生が先生

を取 り巻いているとい う図が,日 常の研究室 での状況であった.そ の中の一人,野 球部に席をお

き,全 く勉学 は苦手であるといつ もぼやいている平野隆君は 「川村先生には講義をしていただい

た と言 うよ りは,野 球の話等が多 く,親 のような存在であった」 と語 ってお り,先 生の親をも凌

駕する学生指導の一面を伝えて くれている.公 認会計士試験に挑戦 している三人組は,「 川村先

生の講義 は学生のレベルをよく理解して下さ り,平 易な用語を使われ,ま た難解な用語 も非常に
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わか り易 く解説をして下さる等,受 講す る私達に,噛 んで含めるような興味をそそ るものであっ

た」(中 野 昌宣君談)と か,「 川村先生は私達のような学生を常に尊敬して下さ り,学 生を信 じて

くれ るや さしい先生であ り,本 当に尊敬ので きる先生です.そ して講義に於て も,学 生思いで,

自らの豊富な 体験等を通 して,と ても解 り易い講義をして くれました」(加 藤哲也君談),ま た

「川村先生は,個hの 学生の本領をそれぞれに伸ばす ように,自 由で,し かも向学心を高めるた

めの学びの場 として最高のゼ ミである と思 う.ま た,川 村ゼ ミは,国 家試験合格者を多数輩出し

てお り,中 でも,公 認会計士の合格者 は創大四期生以降続いている.こ の実績は川村先生御 自身

の合格体験を通しての指導の賜物であると感謝 している」(平 野満君談)と それぞれ川村先生を

心か ら慕 っている.三 人共,本 年 こそは揃 って会計士試験 にパスして,先 生の病魔を吹 き飛ばす

のだ と張 り切 って勉学 に励んでいる.地 方公務員になることを希望している緑川修君は 「私が,

この川村先生のゼ ミを希望 したそ もそ もの理由とい うのは,先 生の人柄にひきつけられたか らで

す.先 生は経済学を初心者にも解 り易 く,か つ楽しく教えて下さったので自然 と興味がわいてき

て,勉 強に対する意欲 も大 きくなった」と感想を述べ ているし,ま た,花 城正勝君は 「私は川村

先生の講義を聞 きたいと言 うよ りも,先 生の人間性,学 生に対する慈愛 と言 うものに心惹かれ,

このゼ ミを選んだ次第です.私 自身は,川 村先生 とお会いす る機会 は少なかったのですが,経 済

学を本当に心の底か ら学ばせて頂いた と思っています」 と語 って くれた.

これ らゼ ミ生達が語る 川村先生像 は 私が先生の研究室に同室 させていただいた 十有余年を通

し,一 度も変 ることはなかった と思 う.社 会に巣立 って行 った多 くの川村ゼ ミ生のすべてが,上

に紹介した ものと全 く同じような感想を抱いていることは間違いのないことと確信している.

それにつけても,一 日も早 く,病 魔に打ち勝って,元 気なお姿を研究室 にみせてもらいたいも

の と,一 同心よ り祈 ってお ります.

昭和60年5月12日
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川村鈴次教授 略歴 ・業績

明治38年9月22日

昭和6年3月

昭和6年11月

昭和8年10月

昭和7年10月

昭和14年8月

昭和16年1月

昭和16年4月

昭和17年11月

昭和19年8月

昭和21年7月

昭和22年2月

昭和23年8月

昭和28年1月

昭和28年11月

昭和33年7月

昭和36年10月

昭和37年10月

昭和38年2月

昭和40年3月

昭和40年5月

昭和42年4月

昭和46年1月

昭和48年4月

東京都杉並区高円寺に生まれ る。

東京商科大学 を卒業する。

高等試験司法科に合格する。

同 行政科に合格する。

略 歴

東京市電気局勤務,企 画局企画課を経て同14年8月 依頼退職

理研製機株式会社入社,会 計課長奉職,同15年10月 退職

東北亜鉛鉱業株式会社入社,総 務課長奉職,同 年4月 退職

拓務省勤務,拓 務事務官,拓 北局勤務

大東亜省勤務,大 東亜事務官,満 州局勤務

内閣勤務,陸 軍司政官,ジ ャワ軍政監部勤務

復員,外 務省大臣官房勤務

福井県勤務,内 務部渉外課長奉職

総理庁勤務,経 済安定本部名古屋地方経済安定局第三課長奉職

経済審議庁勤務,調 査部調査官奉職

同庁戦後経済史編さん室長奉職

経済企画庁長官官房会計課長奉職

経済企画庁長官官房秘書課長兼務

経済企画庁審議官奉職

経済審議会専門委員,東 北開発審議会専門委員

依頼,経 済企画庁審議官を免ぜらる。

中部日本観光株式会社入社,代 表取締役に就任,同41年10月 退]職

名古屋商科大学教授に就任(経 済原論,日 本経済論,外 書講読,ゼ ミナールを担当)同48年

3月 辞任

大学設置審議会教員組織審査判定資格(創 価大学,講 師,日 本経済論)

創価大学経済学部教授

著 作 一 覧

1.『 戦後の日本経済』(昭 和35年,春 秋社)

2.r中 部産業戦後10年 史』(共 著)(昭 和34年,社 団法人,中 部産業連盟)

第1部

1日 本経済の現況分析

II戦後 日本経済の成長率

皿日本経済の成長的趨勢をめ ぐる循環的波動の局面

IV成 長と循環の主要決定国
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「戦後経済史(総 観編)」(昭 和32年,経 済企画庁戦後経済史編纂室)

「戦後経済史(世 界経済編)」(昭 和33年,経 済企画庁戦後経済史編纂室)

「戦後経済史(財 政金融編)」(昭 和34年,経 済企画庁戦後経済史編纂室)

「戦後経済史(経 済政策編)」(昭 和35年,経 済企画庁戦後経済史編纂室)

「戦後の世界経済の歩み」(昭 和33年,経 済企画庁戦後経済史編纂室)



8.

9.

10.

11.

12�

73..

Y4.,

15..

「財政金融の実態と正常化」(昭 和34年,経 済企画庁戦後経済史編纂室)

「戦後の日本経済の歩み」(10回 連載)(昭 和35年 ～36年,総 理府編集,旬 報r政 府の窓』)

「経済の地球的計画化と日本経済の進路」(昭 和46年,創 価大学開学記念論文集刊行会)

「世界的経済危機についての一考察」(昭 和51年,『 創価経済論集』第5巻 第3・4号)

「世界経済を掩乱す るか,多 国籍企業」(昭 和54年,創 価大学平和問題研究所r創 大平和研究』 創刊

号)

「景気循環か らみた世界的経済危機」(昭 和56年,r創 価経済論集』第11巻 第3号)

「世界的経済危機をめ ぐる諸問題」(昭 和57年,『 創価経済論集』第12巻 第3号)

「世界的経済危機のむすびに代えて」(昭 和59年,r創 価経済論集』第13巻 第4号)


